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一般社団法人 日本鍛圧機械工業会 広報見本市委員会　委員長
トルンプ株式会社　取締役副社長

浜川　善和

MF-Tokyo 回を重ねる毎に規模が拡大。
次回はお客様目線でより良い展示会を目指す！

　昨年７月のMF-Tokyo 2015 プレス・板金・フォーミ

ング展は、順調に終了することができたと思っていま

す。日本鍛圧機械工業会の広報見本市委員長として

会員企業を始めとするご出展者や、関係各位に心よ

り感謝しております。

　過去３回のMF-Tokyoは、初回の２００９年は前年

のリーマン・ショックを引きずり、２０１１年は東日本大

震災、２０１３年は超円高などの六重苦からの脱却の

緒に就いたばかりと、産業界にとってアゲンストの風

が吹く中での開催が続きました。そのような状況にも

かかわらず毎回着実に出展規模が拡大したのは幸い

でした。２０１５年はフォローの風が吹く中で開催する

ことができました。アベノミクスにより株価や為替が

安定し、省エネ補助金を代表とする様々な施策により

景気回復にシフトしているからです。

　MF-Tokyoは、４回の実績を重ねて鍛圧機械の専

門展示会として認知されたと思っています。しかし、名

実共に魅力的な展示会にするためには、ご来場する

お客様が、もっともっと満足頂けるものにしていく必

要があります。見やすい展示構成にすることも一つの

考えでしょうし、何と言ってもお客様が文句なしに会

場に足を運んで頂けるような企画を打ち出す事が大

切ではないでしょうか。日鍛工事務局や共催者の日刊

工業新聞社からの提案もさることながら、多くの委員

が参加する広報見本市委員会で私も含め知恵を出し

合っていいものにしていきたいと思っています。そして

もう一つ、より良い展示会にするためにはアジアから

如何にお客様を呼べるかに掛かっているでしょう。円

安傾向や海外事情によるものか「国内回帰」も話題

に上りますが、国内需要のパイが急に大きくなりはし

ないでしょう。どこに販路を求めるのかと考えれば、

やはり一番身近なアジアです。日本企業の進出が一

段落した国もありますが、政権交代で注目されるミャ

ンマーを始め、今後もアジアから目を離せないので

はないでしょうか。アジアのお客様が遠方のヨーロッ

パの展示会に行かなくても済むように、MF-Tokyoが

EuroBLECHに匹敵する展示会に成ることを目指しま

す。海外からお客様を呼ぶのは簡単ではなく時間が

掛かるかもしれませんが、先程述べた「魅力ある展示

や企画」がポイントでしょう。来場プロモーションと目

玉企画が両輪となれば可能だと思っています。

　２０２０年の東京五輪開催に伴い２０１９年から東

京ビッグサイトの使用が制約されると聞いています。

奇数年開催のMF-Tokyoも影響を免れないでしょう。

しかし、回を重ねる毎に盛り上がってきた展示会です

ので、東京での開催が難しいのであれば、名古屋や

大阪での開催を視野に入れる必要があります。当然、

東京開催でない事のデメリットはあるでしょうが、中

部や関西などの西日本からのお客様が来場しやすく

なる等、ポジティブに考えて行くべきではないでしょう

か。もっともその前にMF-Tokyo 2017を成功させなけ

ればなりません。昨年１０月にサブタイトルが「その先

の未来へつなぐ、ものづくり」に決まりました。既に次

回に向けて動き始めています。年の初めではあります

が、来年の展示会をより良いものとするために広報見

本市委員会の委員の皆様と一丸となって取り組んで

行きたいと思います。

（談）
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　新年明けましておめでとうございます。謹んで新春の
お慶びを申し上げます。昨年も当工業会の運営に格別
のご協力とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。2016
年の年頭に当たり、昨年を振り返るとともに今年の展
望をしたいと思います。
　2015年暦年鍛圧機械の受注実績の集計はまだです
が、受注予想は3400億円と対前年比+3.4%増の予想で
した。国内は春に導入・実施された地域工場・中小企
業等の省エネルギー設備導入補助金や設備投資促進
税制等による設備の更新需要が受注の底上げに貢献
し、業種別では大規模災害に強い国土強靭化対策や
オリンピック関連での建築・土木関連を中心に、厨房
機器や食品機械等が好調で、2016年も維持すると思
われます。一方海外は北米が堅調に推移してきました
が、中国景気の減速、東南アジアの伸び悩みや、移民
問題並びに自動車排ガス問題による欧州の不安定要
素等により不透明感が増してきました。その様な状況
を踏まえ、2016年暦年の受注金額を3200億円と予想
しております。
　また2015年は、大きなイベントであるMF－Tokyoが
7月15日から4日間開催されました。大型台風の影響を
懸念しましたが、それでも3万人という過去最大の入場
者を迎え盛大に開催する事が出来ました。鍛圧機械・
自動化装置・関連機器・加工技術・サービス技術の各

技術分野で日本の鍛圧製品と会員各位の技術を世界
に向けて発信するにあたり、特にファイバーレーザや
サーボプレス、鍛造プレスの展示やシンポジウムでは大
きな成果が得られた事と思います。
　最近の世界の技術潮流であるIndustry4.0やIoT、
IoEにて提唱される将来のものづくりの姿を各社で模
索していると思いますが、今後も技術の統合化と標準
化がますます加速されてゆきます。当工業会も業界の
成長に向けて日本が先行するレーザや安全の技術分
野でイニシアチブを取る事でISO等国際規格の制定会
議に積極的に参加して発言し、日本のものづくりの標
準を世界標準に入れ込んでゆく活動を2016年も積極
的に進めます。
　工業会のもう一つの大きな柱である、MF技術大賞
2016-2017の進め方も変えます。会員各位からの応募
件数増加を期待して、これまで4月からの募集開始をこ
の1月に繰り上げ、募集期間を延長します。
　この他では、他の工業会や学会等との連携の模索な
ど開始して、会員企業の更なる活動の広がりを企画して
おります。今後も会員企業の技術の向上・発信と更なる
発展に向けて活発に活動を進めて参りたいと思います。
　会員各位におかれましては、本年も良い年でありま
す様にご祈念申し上げると共に益々のご繁栄とご健勝
をお祈り申し上げます。

2016年 年頭所感

「技術の世界への発信と
   工業会発展に向けて」

一般社団法人 日本鍛圧機械工業会　代表理事会長　川西　宣明

2016年 年頭所感
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　平成２８年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　安倍政権発足以来進められてきた各種施策の効果により、
雇用・企業収益は改善し、景気は緩やかな回復基調が続いて
います。

　こうした中、我が国製造業の事業環境については、行き過ぎ
た円高、経済連携協定への対応の遅れなどいわゆる「六重苦」
が指摘されてきましたが、行き過ぎた円高の是正に続き、昨年
は TPP 協定の大筋合意がなされました。TPP は世界の GDP
の約４割（3,100 兆円）、人口 8 億人という大きな経済圏をカバー
しています。TPP が発効すれば、参加 11 カ国に対する工業
製品輸出額の 99.9％について関税が撤廃されます。ものづくり
を支える素形材産業にとっても、追い風となるはずであり、積
極的に市場を確保していくことが重要です。

　一方で、電力価格の高止まりや雇用環境の改善に伴う労働
市場の逼迫など、素形材産業にとっては必ずしも順風満帆とは
言えない状況も存在します。また、中長期的にみれば、少子高
齢化という社会構造変化によって、内需の成熟化、労働力人口
の減少が進んでいます。また、内外で IoTやビッグデータ、ロボッ
トの活用等による製品そのものや製造技術、ビジネスモデルの
変化が進んでいます。素形材産業にとっても、IoT 等新しい技
術の活用は大いに期待されます。IoT やビッグデータの活用は、
単に生産性の効率を上げるだけで無く、ともすれば製品の製造・
出荷だけになりがちであった製造業において、新たな機能、サー
ビスとの融合を通じた新しい付加価値創造の可能性を秘めてい
ます。さらに、労働人口の減少といった問題の解決の糸口にも
なり得ます。新しい技術に使われるのでは無く、これを使いこ
なすことが重要と考えます。

　こうした状況を踏まえ、我が国産業の稼ぎ頭である製造業の
基盤を支える素形材産業の足腰を強化し、グローバルな競争力
を強化するための取組を進めて参ります。
　まず、素形材産業の「稼ぐ力」を強化する取組を支援します。
研究開発、設備投資、販路開拓、事業承継等を支援する各種
中小企業支援施策や優遇税制措置、省エネ推進をはじめとした
エネルギー対策、企業実証特例制度などを活用し、素形材企業
が取り組む新たな製品やサービスの創出、同業種・異業種間で
の連携による市場開拓、生産現場の改善による生産性向上など
の取組を支援して参ります。特にIoTやビッグデータの積極的な
活用が期待されます。政府全体でも、昨年設立された「ロボット
革命イニシアティブ協議会」や「IoT 推進ラボ」において様 な々
議論が行われておりますが、こうした場で得られた成果を素形材
産業へも波及させていきたいと考えます。こうした取組の一環と
して、一昨年開始した「三次元造型技術を核としたものづくり革命
プログラム」を引き続き強力に推し進めます。昨年、当該事業に
おいては一次試作機が完成しました。この成果を元に、世界最高
水準の金属加工用の 3Dプリンタの開発を進めるだけでなく、実
用化を加速するため、用途開発や実際のものづくり現場でのテス
トも積極的に進めて参ります。また、昨年３月に改訂した素形材
産業取引ガイドラインのフォローアップを着実に行った上で、必要
に応じて再改訂するとともに、周知徹底を行うことで、素形材企
業とユーザー企業の双方の健全な発展を促して参ります。

　次に、グローバル需要を獲得するための海外展開を支援しま
す。素形材産業室では、素形材産業の各国における海外展開
の可能性を調査するため「素形材産業ミッション」を実施してい
ます。今年２月には、サンフランシスコとミャンマーを予定してお
ります。従来、素形材産業ミッションは現に成長著しい新興国
の需要を獲得することが中心となっていました。しかし、今回
のミッションでは、先進国における新しいアイデアとの融合、こ
れから市場が拡大して行くであろう国を対象とすべく、これまで
とは趣向を変えたミッションとしました。こうしたミッションの成
果は素形材関連業界内に共有するとともに、これを踏まえて更
なる充実を図りたいと考えており、今後の新しい取組に挑戦し
ていきたいと考えています。また、独立行政法人日本貿易振興
機構（JETRO）や独立行政法人中小企業基盤整備機構の施
策なども活用し、商談機会の提供や海外企業とのマッチングな
どの支援を推進したいと考えています。

　最後に、素形材産業の人材活用や情報発信の取組も支援し
て参ります。労働人口の減少が進む中、人がやらなくても良い
仕事は積極的に自動化していく必要があります。しかし、どん
なに IT 化や自動化が進んでも、ものづくりにおいて人の果た
す役割が無くなることはありません。また、人材は有限であり、
性別、年齢等に拘わらず、適材適所で活躍していただく必要が
あります。私たちは、昨年、素形材産業の競争力強化に向け
た女性活躍指針の策定をはじめ、素形材産業の抱える人材問
題に関して調査して参りました。今年はそうした成果を踏まえ、
各業界と人材の確保・育成を進める上で何が必要なのかを真剣
に議論して参りたいと思います。また、引き続き、11月の素形
材月間に合わせて素形材産業の重要性やものづくり現場の魅
力の発信に努めて参ります。

　昨年は、サポーティングインダストリをテーマとするドラマが
人気を博するなどものづくりに注目が集まった年でした。サポー
ティングインダストリの代表である素形材産業がこうした良い流
れを受け止めていけるよう、我々も支援を惜しみません。昨年、
様々な企業の皆様と意見交換をさせて頂き、また素形材関連
の企業を訪問させて頂きましたが、本年も、現状を具に把握
しつつ、各業界の皆様としっかり議論しながら、各種施策を
進めていきたいと思います。今年の干支を表す「申」という字
は果実が成熟して固まっていく状態を表すそうです。成熟した
成果が次の投資に結びつくような取組を応援して参りたいと
存じます。

　最後に今年一年の皆様の健康とご多幸を、そして我が国素
形材産業のますますの発展を祈念し、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

平成２８年元旦

経済産業省
素形材産業室長

遠山　毅

我が国製造業の基盤を支える素形材産業の足腰と
グローバルな競争力を強化するための取組を推進
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　当社は板金加工機において切断の
シャーリング、曲げのプレスブレーキ
の専業メーカーとして累計出荷台数
40,000台を超え、自社ブランド“AAA”
を冠した機械は世界中で活躍をしてい
る。プレスブレーキは、シャーリングと同
じく創業以来製作してきた。今回紹介す
るのはこの古くからあるメカニカル機構
を使いながらも、使いやすくなる制御を
搭載した機械機能の紹介である。

ACサーボ駆動メカニカ
ルプレスブレーキ（AVM）
の開発コンセプト

 ＜メカニカル駆動とサーボモーターの融合＞

　プレスブレーキはメカ式→油圧式
→ACサーボ化へと変貌してきたが、油
圧式、ACサーボ式に比べてメカニカル
機構に利点が無かったわけではない。
メカニカル機構を利用されてきたユー

ザーにとって、最大の利点は「コイニン
グ」と呼ばれる曲げ方式が出来ることで
あり、しかも加圧力の少ない機械にもか
かわらず出来ることである。
　シリンダー駆動やボールネジ駆動に
多く見られる曲げ方式は「エアーベン
ド」であり、これに必要な曲げ圧力に対し
「コイニング」はその6倍必要であると
言われている。「コイニング」は「曲げ」
のポイントとなる「スプリングバック」を
押し殺し、曲げ角度のバラツキを安定さ
せる、曲げの方式なのである。
　メカニカル機構（フライホイール駆
動）の難点であった、下がり始めた後に
でも任意の場所から上昇させることが
出来るように、かつ利点であるコイニ
ングが出来るようにと言うコンセプトで
商品化したものが、このACサーボ駆動
メカニカルプレスブレーキ（AVM）で
ある。

プレスブレーキAVM
の強み
　前項にてご紹介したコイ

ニング曲げとメカニカル（クランク）機
構の特性の関連について触れておきた
い。メカニカル機構のクランクプレス
はストローク位置（クランク軸の角度）
によりその圧力は変わるものであり、ス
トロークの最下死点において圧力は理
論上∞となる。これでは、機械の能力
を正確に表すことが出来ないので、一
般的に各社基準を決めて「下死点手前
○mmの位置で発生する圧力を公称圧
力」としている。
　1470kNの圧力能力を持つ機械で
あっても、下死点に近づけばそれより
も大きな圧力を出すことができるとい
う特性なのである。この特性を有効に
利用することで瞬時ではあるが、エアー
ベンドの6倍の圧力をかけられ、スプ

株式会社 相澤鐵工所

ACサーボ駆動メカニカルプレスブレーキのご紹介

1

2

図１ ： フライホイールタイプ（左）とACサーボタイプ
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星山　達郎
株式会社 相澤鐵工所
営業部　次長
〒334-0074　埼玉県川口市江戸1-16-10
TEL.048-281-3740
http://www.aaa-aizawa.co.jp/

COMPANY01

リングバックを押し殺せるコイニングが
可能となるのである。
　次の利点は、このコイニングの他、
ストローク数の多さ（スピードの速さ=
生産性の高さ）を挙げることが出来る。
また、ACサーボの利点を活かせば、
最上限に行かずに途中での上死点を設
定ができ、更なる生産性の向上ができ
るのである。
　また、クランクであることからスト
ローク量が一定であり、NCを搭載して
もあまり意味をなさない。そこで汎用
シーケンサーを使用して動作させてい
る。多品種少量生産に向いているNC

を搭載しないことは時代にそぐわない
かも知れないが、前述までの特性を活
かすことに重要性があると考える。NC
搭載がないことにより、むしろ電気部
品のメンテナンス対応の長期化に対応
できることも期待できる。

効果的な活用のため
ユーザーが留意するべ
きこと

　本機の特性として、多様な角度曲げ
対応には不向きであるが、同角度（90
度）の曲げが多い業界にはとても合った
機械である。メカニカルクランク機構

の特性でもある瞬時ではあるものの大
きな加圧力を利用することで、ダイ金
型の V 幅を小さくすることが出来る。
そのことで曲げ材の角 R が小さくな
る。製品はより見栄えが良くなるもの
も多い。
　通常のV曲げのみにならず、多段曲
げ（成形曲げ）のも向いた機械である。
　ただ、それらを利用するには適切な
金型の選定、設計が不可欠である。特
に大きな力がかかることで金型の破損
につながりかねない。
　弊社のセールスポイントになってし
まうが、プレスブレーキの金型自社工
場生産を行っており、機械にあわせた、
お客様の要望する金型の製作を金型設
計者の見識の下で行える。お客様の要
望に応えるため、そして製作可能範囲
でのアドバイス、提案を行う等で貢献
できているものと思っており、機械本
体のみならず金型を含めた形での「製
品を生み出す機械」を提案できるとこ
ろが強みの一つであろう。
　最後に安全に関してだが、プレスブ
レーキは動力プレス機械に分類され、
特定自主検査の義務化される災害の
防止が必要な機械である。ユーザーと
しては災害防止につとめ安全囲いの設
ける等の措置をしなければならない。
現在AVMは10mm/sec以下の低閉
じ速度での設定がないため、従来の
光線式安全装置を設置することとなる
が、サーボモーターの制御技術として
は、低閉じ速度を10mm/sec 以下
にすることの難易度は高くない。近い
将来、レーザー式安全装置の装着も
可能になる。
　現行、安全に対する配慮をするこ
とはユーザー側に委ねられているが、
メーカーとしても提案が必要であると
考える。

3

図３ ： 途中での上死点設定に動作イメージ

図2 ： ストロークと圧力の関係（イメージ）

ON
OFF

公称圧力 →圧力（高）最下限

1工程目 2工程目 3工程目

ラム位置
（ストローク）

トルク能力
（下死点前○mm）
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『安全』をキーワードに
　 弊 社は『 安 全 』をキー
ワードに機械安全、作業安

全の分野でお客様と社会に貢献する企
業をめざし、創造と革新へ挑戦を続けて
いる。トレンドのレーザー関連でも機械
安全分野では最新のレーザーテクノロ
ジーを使いプレスブレーキの安全対策
を追求し、作業安全分野ではレーザー
マシンでの眼災害から人間を守る安全
対策を提案している。

レーザーテクノロジー
を使う安全対策
　平成２３年に一部改訂さ

れたプレス機械の安全装置構造規格で
認可されたプレスブレーキ用レーザー
式安全装置は、以後プレスブレーキの
労働災害防止の最も有効なソリュー
ションとして多く採用されるようになっ
た。弊社が販売しているＡＫＡＳシリーズ
もお客様の要望を取込みつつ進化を続
け安全性と作業性の両立を図る製品と
してさらにバージョンアップしている。
AKASシリーズの特徴は次の通り。

（１）ピンポイントレーザーの安全性

　AKASの特徴の一つとして、レー
ザー光線に余分な面積を与えない、と
いう考え方が有る。レーザー光線最大

の特徴である指向性を出来るだけ生か
した形で安全性を追求した事でこのよ
うな特徴を得た。受光素子は2mm×
1mmと非常に小さく、一本のレーザー
光線の有効面積（直径11mmの丸型）
内に2乃至3つを配置した。これにより、
ラム両端に配置される投光器と受光器
は全てのパンチ領域で危険エリアを監
視することが出来る。レーザー光線の
面積が大きい場合、投光器がパンチ領
域外から発光されたり、受光器が危険
領域外に設置されていても、光線が受
光器に届いてしまう恐れがあり、一部領
域で検出が出来ない死角を持つ場合が
考えられる。この時、受光器が受光して
しまうと死角を認識できず、安全装置が
有効にも拘らず検出できない領域を孕
む危険性がある。

（２）ユーザーの期待に応える最新シ

リーズ３P型の優位性

　AKASシリーズの最新モデルである３
P型の特徴は、加工材料上面まで高速ア
プローチを可能にしたところである（フ
ラットベンディングに限る）。機械の生産
性能に出来るだけ影響を与えない様にす
るためには、作業安全性を維持しながら
もラム低速領域を出来るだけ小さくしな
ければならない。加工前、つまり加工材料
上面にパンチが到達するまでは可能な限

り高速アプローチする事が生産性への
影響を小さくする事につながる為だが、
AKAS-３Pは機械からたった一つの信号

（ON-OFF）を得るだけでこれを可能とし
た。安全装置を装着するための機械側の
改造を極力小さく済ませる事で設計時間
など改造によるコストアップなど普及の
妨げを低く抑える事につながると考える
からである。３Pはパイロット受光素子（以
下E2）によってパンチが材料付近に到達
したか否かを判断している。このまま何
もなくラムが閉じ、３Pの監視受光素子が
材料によって光線を受光出来なくなれば
すみやかに停止信号を機械へ出力する。
この間（E2遮光から他素子遮光まで）で
機械から信号（ミューティング手順開始
可能範囲を意味するラム位置信号。ON-
OFF信号でよい。以下SP信号）を受ける
事が出来れば３Pはミューティングプロセ
スを開始する。これにより、各受光素子は
プロセスに従って材料によって受光出来
なくなる直前に順次無効となる。最後、機
械が低速に切り換わった時点で残りの監
視素子が無効となりすべての監視受光素
子が無効つまりミューティング状態とな
る。この、ラムが低速に切り換わった位置
は機械停止性能に依存するものの、加工
材料上面（つまり0mm）であり、生産性に
影響を与えず安全性が確保される。

株式会社 理研オプテック

レーザーテクノロジー、安全への取組み

1

2

 

 

 

 

 

 

図 

 

 

受光してしまう            受光出来ない 

 

 

 

 

 

 

 

         受光してしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラム高速閉じ中  →      →      →    ラム低速閉じ 

 

 

 

 

 

 

  

 

SP=OFF 

E2=受光 SP=OFF 

E2=遮光 
SP=ON 

E2=遮光 

  有効素子

  無効素子

  E2 SP=ON 

E2=遮光 
SP=ON 

E2=遮光 

加藤 一義 

株式会社 理研オプテック 

特機事業部 機械安全推進部長 

〒140-8533 東京都品川区東大井 2-6-9 

TEL. 03-3474-8602 

http://rikenoptech.com 
 

 

 

 

 

 

図 

 

 

受光してしまう            受光出来ない 

 

 

 

 

 

 

 

         受光してしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラム高速閉じ中  →      →      →    ラム低速閉じ 

 

 

 

 

 

 

  

 

SP=OFF 

E2=受光 SP=OFF 

E2=遮光 
SP=ON 

E2=遮光 

  有効素子

  無効素子

  E2 SP=ON 

E2=遮光 
SP=ON 

E2=遮光 

加藤 一義 

株式会社 理研オプテック 

特機事業部 機械安全推進部長 

〒140-8533 東京都品川区東大井 2-6-9 

TEL. 03-3474-8602 

http://rikenoptech.com 

受光してしまう 受光出来ない

受光してしまう



102016年1月会報 METAL FORM

加藤　一義
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（３）レトロフィットへの展開

　AKASは作業や機械に合わせて数種
類のラインナップを備えている。すべて
のAKASは同性能の安全性を持ってい
る。違いは作業性（光軸高さ自動調整機
能の有無や短距離型など）および生産
性への影響のみ。従って、３Pのような
最新型を導入するには機械への改造要
求が起こる。すると、現在使用中の古い
機械には必然的に採用されず、お客様
を落胆させることになるため、弊社とし
てはAKAS支援装置としてSP信号を
生成する装置を開発し、出来る限りレト
ロフィットであっても生産性に影響を与
えにくいレーザー式安全装置の採用を

可能にする様努力し、安全装置の普及
へ貢献したいと願っている。

レーザー光災害から守
る安全提案
　作業者の安全保護対策

として、最近のレ－ザー機器の多様化
や高出力レ－ザー加工機の導入により、
保護めがね・レ－ザー保護フィルタなど
装置周辺の安全対策が重要視されてい
る。弊社では、作業環境に合わせたレー
ザー用の保護めがね・保護フィルタの開
発を進めており、作業効率を上げる為
に、不可視光レ－ザーでは、吸収率が出
来るだけ大きく、それ以外では可視光

線透過率の高いレンズを製造し、使用
環境に合わせた提案を行っている。作
業者のみでなく、近くに来た人の目や皮
膚を守る為、めがね・ゴ－グルと同じよう
に特殊素材でできているレーザー保護
フィルタで危険エリアの広い範囲をカ
バ－する事も出来る。レーザー発振器
の種類（波長）や出力パワーに応じた選
択が必要である。保護めがね・保護フィ
ルタの必要事項としてJISC6802(レ
－ザー製品の安全基準)規格に記載さ
れているが、選定方法までの記載がな
い。正しい保護具の選択方法やご不明
な点については弊社まで連絡をいただ
きたい。

RMS（SP信号生成装置・開発中）

3

保護ゴーグル 保護シールド設置例

操作画面図 RMS操作盤
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　昨年１００周年を迎え、新本社・工場を竣工

　
　榎本機工は、２０１５年４月に新本社・工場を竣
工した。これは１９１５（大正４）年の創業から数え、
１００周年を機に計画したもので、これまで３カ所に
分散していた工場・倉庫を一カ所に集約することを
狙いとしたものだ。新社屋の構想は、５年ほど前か
ら着手し、当時既に相模原市と隣接する山梨県
上野原市の工業団地に用地を取得済みであった
が、タイミング良く旧本社工場から徒歩２分と、ほ
ど近い場所に用地を取得する幸運に恵まれた。ま
た、徐々に製造品目が大型化してきた事も新社屋・
工場に踏み切った理由の一つだ。年明けにはこの
新工場で製造した１６００トンのスクリュープレスを出
荷する。メカプレスで比較すると３０００トンクラスに
相当し、自重１００トンを超える大型機で、旧工場

では組立や出荷で、かなりてこずる大きさのプレス
機とのことだ。「１００年を節目に新社屋を建てられ
たのも、先代、先々代が借金を残さずインフラを整
えていたという遺産があったればこそ」と榎本社長
は謙虚に語る。

　

独特な海外展開
人の繋がりがマーケットを生む

　
　ここ２年ほど前からは国内需要の比率が上がり５
分５分になったとのことだ。ほとんどが老朽化した
設備の入れ替え需要で、「紛れもなくアベノミクス
の効果」と言う。しかし最近は国内需要が増えた
とは言え、榎本機工の特徴の一つは、海外比率
が高いことだろう。同社の海外展開の手法として
展示会の活用が挙げられる。榎本社長自らが率先
して、２０１５年ではインド、米国、中国、メキシコ、
タイ、ブラジル、ロシア、ベトナム、インドネシア、ミャ
ンマーと１０カ国の展示会に出展し、２０１４年に至っ
ては国内外を合わせ１８度の出展実績を残す。そ
のため「年間２３０日は海外で過ごしている」と榎
本社長。
　海外出展の始まりは、１９９４年にジェトロの誘い
でベトナムでの日本産業見本市に出展したのがきっ
かけという。ベトナムと、続くインドIETFの出展によっ
て「海外展開の標ができた」（榎本社長）と、海外
出展によるマーケット開拓が本格化していった。これ
らの出展により現地の企業や人との繋がりがもたら
され今に至っている。ジェトロとの関係は現在も密接
で海外展開の一助となっている。
　ベトナムでは、当時日本国内で引き取った中古機
械を輸出してベトナムで整備・販売・据付を行う委
託先の構築に成功した。またその会社から国際研
修協力機構（JITOCO）を通じて、２名の研修生
を受け入れた。その研修生の一人は、現在現地
契約社員として機械の据え付けや試運転、営業等
を行い、ベトナム進出２０年での一番大きな成果と

株式会社 榎本機工

サーボ駆動式スクリュープレスで
広がる海外マーケットと成形技術

01

会員企業訪問

新工場を俯瞰

新本社・工場の全景
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なっているようだ。この研修生受け入れを契機に、
１９９９年には外国人研修生用の寮「エノモトインター
ナショナルハウス」を建て、研修生の増加に伴い
２００５年に新寮をオープン。今でもインドネシアから
の研修生を毎年受け入れ、帰国OBは15名を超え、
内3名は榎本機工の国内客先のインドネシア現地法
人の工場で活躍している。
　榎本機工の海外展開は展示会を活用するという
オーソドックスなスタイルではあるが、榎本社長の話
を聞くと、現地との関係構築は一風変わっていると
感じられた。単に各国での販売代理店網の構築を
狙っているのではなく、face to faceのやり取りで信
頼関係を培い、対会社と言うより対個人との関係を
重視し、国によっては個人との信頼・信用で契約
販売するケースもあるからだ。

　

たゆまぬ技術開発、海外マーケット開拓と
人材育成の3本の矢で次代を見据える

　
　榎本機工は２００３年に直動型サーボモーター駆
動スクリュープレスを開発販売以来、現在では全て
の機種でサーボ駆動が搭載されている。それまで
のスクリュープレスは技術的にファジーな領域があり、
作業者の熟練度合いに依るところが大きかった。し
かしサーボ駆動の導入は運転プログラムの設定に

より、経験や勘を必要としなくなった。サーボ駆動
は、その他にも多くのメリットをもたらしている。まず、
３０％～５０％の消費電力削減と大幅な省エネ効果。
クラッチ板を必要とせずフリクションホイール装置や軸
受ベアリングが無いため、保守低減と故障率削減を
実現。不安定な摩擦伝動が介在しない等により高
精度加工が可能、等々だ。現在の一押し製品は、
サーボ駆動タテアプセッター・スクリュープレスだ。プ
レスのスライドは下から上に向かう動きで鍛造を行う。
トランスファー装置を一切必要とせず、従来の横型
アプセッターに比べ、初期費用と合わせ金型費やメ
ンテナンスコストの削減他により製造コストダウンに大
きく貢献し、今後の応用用途の拡大が期待されるプ
レス機で、大手メーカでの採用実績が上がっている
とのことだ。
　同社の新工場を見ると製造中の機械が多く既に
手狭な感じさえするが、目を引いたのは働く技術者
の若さだ。海外比率が８０％を誇る同社ならではだ
が、若手技術者が海外の据付・試運転に飛び回
るため、毎週金曜日にネイティブスピーカーによる英
会話教室を実施している。榎本社長は若手を始め
社員には、「足下を見なければいけないし、それだ
けでなく斜め４５°も水平線も同時に三つの目線で見
ないといけない」と説いている。日頃の社員育成に
最も重点を置いている様に見られた。

株式会社 榎本機工

株式会社 榎本機工

本社　〒252-0101
相模原市緑区町屋 1-1-5
TEL.042-782-2842
http://www.enomt.co.jp

榎本 良夫
代表取締役

毎週金曜日に英会話教室が開かれる インド IMTEX 2014にて
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２０１４年に創業７５年周年を迎えた

　エヌエスシーは、東京都大田区でエアドロップハ
ンマの製造会社としてスタートした。創業時の社名は

（株）日鍛製作所で、当初は葦が生い茂る埋め立
て地で、周りには目立った建物が無かったという。
現在は、一角を占める広い工場の周囲に都営アパー
トや住宅地が迫り、「昔とは様相が一変して当時の
面影はありません」と村岡社長。
　エヌエスシーがフォージングプレスを手掛けたの
は、英国のＢ＆Ｓマッセイ社が熱間鍛造プレスのライ
センス製造先を探している時に同社が名乗りを上げ、
１９７４年に１号機（ＭＨＦＰ１０００ｔ）を製造したのが始
まりである。マッセイ社は熱間鍛造に特化し、プレス
機共にハンマも手掛けており、両方の機械特性を
把握しハンマと同等の熱間鍛造を可能とするフォー
ジングプレス機を開発していた。その点で、ハンマ
を扱っていた同社との相性が良かったと推察される。
それは熱間鍛造で求められるのが、加工精度を維
持するための衝撃に耐えうる「フレームの剛性」と、
熱せられた材料と金型の接触時間短くし金型の熱
損傷や材料の温度低下を防ぐ「打つスピード」で、
まさしくハンマの特性と一致するからである。
　その後、２０年近くにわたりライセンス製造を続け
てきたが、マッセイ社の親会社である英国ＤＡＶＹ
社がトラファルガーグループに買収された事により、
１９９２年にフォージングプレスとワイドラムプレスの技術
ライセンスを取得。以後は技術の踏襲と改良を加え
現在に至っている。自社技術として獲得したライセン
スではあったが、製品名として浸透しているマッセイ
ブランドであったので、当初のまま「ＮＩＴＴＡＮ－ＭＡ
ＳＳＥＹ」としてマッセイの名を残している。現在マッ
セイ社はプレス機本体の製造はしていないが、部品
製造は続けており、今でも取引があるとのことだ。
　エヌエスシーの特色として、アルミ鍛造品を製造
していることも挙げられよう。これは１９７０年に（株）
日鍛製作所が関連会社としてサカエ工業（株）（現
鍛造本部の前身）を設立したことが始まりである。
茨城県の猿島郡に工場を構え、欧州、米国のス
ポーツタイプの高級自動二輪向けに小ロット多品種

の部品を供給している。「アルミ鍛造品の軽量か
つ強靭で美麗な外観という特性を活かし、高品位
の商品ニーズに応えている」と村岡社長は語る。
１９９９年に日鍛製作所とサカエ工業の合併に伴
い、現エヌエスシーに社名変更するのだが、これ
はＮＩＴＴＡＮとＳＡＫＡＥそしてＣorporationの頭文
字から命名されている。

海外マーケットでの
自動化周辺装置の要望に応える

　エヌエスシーの海外展開は、基本的に日系企業
との取引が中心でユーザーの海外進出先にはほと
んど輸出の実績を残し、最近ではインド、北米、南米、
中国での動きが活発な様子だ。特に海外では、自
動車部品向けにプレス機械と併せトランスファー搬送
装置の需要が高いという。国内企業に納める場合
は、その会社の生産技術スタッフが各社の周辺装
置を組み合わせるケースが多く、これまではプレス機
械単体での販売が多かったという。しかし海外に納

株式会社 エヌエスシー

エアドロップハンマと
欧州の熱間鍛造技術を継承するフォージングプレスの
国内屈指の専業メーカ

02

エアドロップハンマN550P

会員企業訪問
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める場合は、ライン単位で納品する要望が増え、トラ
ンスファー装置は自社で設計製造を行い対応してい
るとのことだ。村岡社長は「周辺装置の案件が増
えたことで、当社の技術力やノウハウが確実にアップ
している」と言う。
　海外での自動化周辺装置の要望は、国内にお
いてもメリットを生み出しているようだ。国内受注は、
取引先の入れ替え需要で堅調とのことであるが、
自動化周辺装置の提案や自動化の要望に十分に
対応できるようになったからだ。提供は、ケースバイ
ケースで、トランスファー装置を納める場合もあれば、
少量多品種生産では治具の段取り替え時間が短
いローダーやフィーダー等を組み合わせる場合もあ
る。技術力のアップとノウハウの蓄積は、そのよう
なお客様の状況に合わせた提案・提供を可能とし
ている。同社の自動化周辺装置のラインナップは、
サーボ式トランスファー搬送装置、３次元ローダー、
材料供給装置フィーダー、製品・バリ搬出ローダー、
離型材エア噴出装置、離型剤回収装置、回収
離型剤油水分離装置、ダイセット、カセット、金型
反転段替装置、金型カセット搬出入台車、プレス
およびハンマ用各種防振装置の設計製作他、各
種の周辺装置を取り揃え、要望に応じたカスタマイ
ズ対応も行っている。

アルミ鍛造品製造がもたらす相乗効果

　エヌエスシーが、アルミ鍛造品を扱っていることは
前述したが、鍛造品を製造することでのメリットがある
という。鍛造加工技術を蓄積することで、逆に機械
の設計製造にフィードバックすることもあり、鍛造加工
がなければ実現出来なかった事もあったようだ。また
実際に機械を動かすことは、修理やメンテナンスにお
けるノウハウの蓄積につながり、お客様での修理で大
いに活かされている様子だ。そして実際に打てる機械
が常時あることは、言ってみれば生きたショールーム
のような存在でもあり、お客様の試作品を打ち、機
械の販売にも繋がるという効果をも生みだしている。
　新規顧客の獲得において、MF-Tokyoの出展
が効果を上げているとのことだが、最近増えている
のがｗｅｂからの問い合わせで、電話にしても、ほと
んどｗｅｂを見てからが多いという。問い合わせは、
国内外を問わないため７５周年を機にホームページを
一新し、全ての内容を日英併記に転換している。ま
たエヌエスシーは、鍛造加工速度を任意に選べる
省エネ対応製品としてインバータ制御搭載のエアハ
ンマとフォージングプレスを開発している。これまでの
実績を活かした新たな取り組みに注目したい。

株式会社 エヌエスシー

株式会社 エヌエスシー

本社　〒144-0033
東京都大田区東糀谷 5-20-22
TEL.03-3741-4156
http://www.nittan-sakae.co.jp

村岡 純一
代表取締役

熱間フォージングプレスMHFP1500L
インバータ仕様

熱間フォージングプレスMHF2800LW ワイドラムトリミングプレスNWTP440/350
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ベルリン本社 スプリングダンパユニット例

　ゲルブ社は1907年にドイツ・ベルリンで創業して以来、

100年以上に渡りハンマー、プレス等鍛圧機械に対して

振動対策のソリューションをご提案して参りました。創業

当時まだ振動が公害問題として認知されていない頃か

ら振動対策のパイオニアとして全世界に防振・制振シス

テムをご提供しています。ゲルブ社の日本におけるビジ

ネスは1997年より（株）エーエスとの代理店契約を通じ

て始まりました。その後2009年に（株）エーエスの代理

店契約の失効に伴い、日本での全ての活動を弊社ゲル

ブ・ジャパンが引き継ぎました。現在では、多くの日本の

お客様にゲルブ防振システムを直接ご提供させていた

だいており、実績は鍛圧機械のみで500件を超えます。

　ゲルブ社はドイツ、中国、インド、フランス、ブラジルに

製造工場を持ち、また世界各国に営業拠点を展開し、

グローバルに活動をしております。各国の拠点を通じ

て全世界で途切れの無いサービスを提供することが

可能です。

　ゲルブ社の主な活動は、防振架台を含む防振装置

の設計とその販売・据付、振動測定および振動解析、

機械基礎設計となります。防振装置専門メーカーなら

ではのニーズを先取りした新型防振システムのご提

案、弊社独自の解析ソフトを用いた静的、動的解析を

含む詳細な振動解析など代理店時代には出来なかっ

た多くのメリットをご提供することができます。これらの

ソリューションは100年以上に渡り振動対策の最前線

で培ってきたノウハウに基づく世界最高水準の技術と

自負しております。

　ゲルブ防振装置はコイルばねと粘性ダンパーから構

成されます。コイルばねは常に弾性域のたわみ範囲か

つ荷重―変位特性が線形域となる範囲のみ使用する

ため、防振性能が設計通りかつ無限耐久にて発揮可

能です。また粘性ダンパーは化学的に安定した粘性体

を使用しており、機械的な摺動部も無いことから経年

劣化がほとんど起きません。従いまして、ゲルブの防振

装置は納入後メンテナンスフリー・無限耐久でご使用

いただけることが特徴です。

　ゲルブ社は鍛圧機械類の防振対策だけでなく、建

築物・橋梁・構造物に対する地震・振動対策、精密機

器に対する除振対策等、振動に関する様々な問題に

対して幅広く活動を拡大しております。鋭意努力して

参りますので、今後ともご指導の程よろしくお願いいた

します。

01ゲルブ・ジャパン株式会社
〒254-0035　神奈川県平塚市宮の前1-2　エバーズ第7平塚ビル8F
TEL：0463-72-7438
代表者：代表取締役　榎本　祐司
会員代表者：代表取締役　榎本　祐司
代表的な取扱品目：防振装置、制振装置、地震対策装置（メカプレス、鍛造ハンマー・鍛造プレ

ス・構造物・建築物用、他）

新入
会員
紹介
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　弊社は、大正8年に三菱造船（株）長崎製鋼所として

長崎県長崎市に発足、昭和17年に三菱製鋼（株）長崎

製鋼所、昭和50年に産業機械部門と鉄鋼製缶部門を

主体に三菱長崎機工（株）として独立し、長崎市に本社

を構えており、同市にて製品を製造しております。

　弊社の産業機械部門における代表的な取扱品目と

して、自由鍛造プレス・リングローリングミルがあげられ

ますが、まず弊社の自由鍛造プレスはマニプレータと

連動した高速鍛造、高精度鍛造及び付帯設備と一体

化した自動化などを実現した世界最先端の鍛造設備

です。

　発電用タービンローター、圧延ロール、中間軸、クラン

クシャフト等の鍛造加工において、バラつきのない高品

質の製品を製造することができ、高級材料や難加工

材などお客様の厳しい要求にもお応えします。世界最

大級加圧力を誇る超大型13000T鍛造プレスの製造

実績を持ち、改良を重ねた新設計による高精度・高機

能タイプの220Tマニプレータも開発致しました。また、

豊富なオプションとして各種付帯設備をご用意してお

り、鍛造作業の振動や周辺の振動などあらゆる設置

環境を考慮した防振装置、作業中のプレスに生じる応

力をモニターすることで無理な運転を防ぎ機械の寿命

を延ばす応力監視装置、より高い精度での鍛造作業

を可能にするライトマークシステムなどご希望に応じて

提供しております。

　さらに鍛造プレスで培った独自の技術を活かし、お

客様のニーズに合わせた曲げ・矯正などの成形ができ

る各種の冷間成形プレス及び油圧プレスも製作してい

ます。

　また、弊社のリングローリングミルは、フランジ・ベアリン

グ・自動車用ギアなどのリング製造システムとして独自

開発した制御ソフトで全自動運転を可能にしたMRX

シリーズおよび高出力タイプのMRBシリーズなど各種

ラインアップを備えています。世界最大級の圧延力を

持つリングローリングミルの製造実績も持っています。

　日本の西に位置する長崎市から各地に多くの製品

を納めたいと思っております。お気軽にお問い合わせ

頂ますようお願い申し上げます。

02三菱長崎機工株式会社
〒851-0301　長崎県長崎市深堀町1-2-1
TEL：095-871-2211
代表者：取締役社長　白石　公正
会員代表者：海外営業・鍛圧機械部副部長　永田　直樹
代表的な取扱品目：自由鍛造プレス、リングローリングミル、産業機械各種

新入
会員
紹介

超大型13000T鍛造プレス

リングローリングミルMRB-3000
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　日刊工業新聞、日経産業新聞、
日本経済新聞、全国紙、一般紙
などに掲載された会員の記事を
抄録して順不同で掲載します。
　今回は、２０１５年９月１０日から
１２月１０日に掲載された記事が
対象ですが、決算、人事などの
情報は除外しています。

　
　

日本鍛圧機械工業会＋共通
　
○国内鍛圧機械メーカー業況、８月の受注実績４カ月連続で

増加
2015/09/11  日刊自動車新聞  3 ページ  426 文字

○和機藹 （々６）日独レーザー加工機メーカーの注力領域‐
微細加工分野への参入期待
2015/09/29  日刊工業新聞  9 ページ  1017 文字  PDF 有

○鍛圧機械受注が５カ月ぶりマイナス、９月は１８％減
2015/10/10  日刊自動車新聞  3 ページ  471 文字

○１０月の鍛圧機械受注、９．８％増と２カ月ぶりプラス‐日
鍛工まとめ
2015/11/10  日刊工業新聞  9 ページ  560 文字  PDF 有

○鍛圧機械４社の今期業績予想、好決算相次ぐ−アマダＨＤ
は売上高が過去最高に
2015/11/13  日刊工業新聞  8 ページ  574 文字  PDF 有

○１１月の鍛圧機械受注、３．７％減の２２６億２８００万円
‐２カ月ぶりに減
2015/12/09  日刊工業新聞  9 ページ  508 文字

　
プレス機械系

　
■コマツ産機
○勝機あり　コマツ産機社長、川西宣明氏　自動車で稼ぎ

成長する
2015/10/10  北國新聞　朝刊  4 ページ  1202 文字  PDF 有

■アイダエンジニアリング
○アイダエンジ、英ジャガーから成形ラインを受注−英国と中

国向けに１００億円
2015/12/07  日刊工業新聞  1ページ  562 文字  PDF 有

■小島鐵工所
○小島鉄工所本社を移転　高崎の八幡工場内

2015/11/05  上毛新聞  9 ページ  73 文字

■森鉄工
○成長企業チカラの源泉（１６）森鉄工−個別の顧客ニーズ対応

2015/11/10  日刊工業新聞  27ページ  972 文字  PDF 有

■日本電産シンポ
○日本電産、中国で大型プレス機、自動車向け、５０億円投資。

...て、成型する装置。子会社の日本電産シンポの中国浙江
省の工場で ...
2015/11/22  日本経済新聞　朝刊  7ページ  484 文字  PDF 有

　
板金機械系

　
■アマダ
○工作機械特集——飽くなき技術革新、ファイバーレーザー

加工機拡充、アマダ、多品種少量生産に的。
2015/10/21  日経産業新聞  18 ページ  絵写表有  1026 文字  PDF 有

○アマダマシンツール、最大荷重４００トンのサーボプレス（Ｂ
ｒａｎｄｎｅｗＰｒｏｄｕｃｔｓ）
2015/11/19  日経産業新聞  12 ページ  絵写表有  211 文字  PDF 有

○アマダ、操作性向上した板金曲げ加工自動システムを開発
−１ロボ・１ＮＣ構成
2015/12/02  日刊工業新聞  9 ページ  377 文字  PDF 有

○アマダＧ・天田財団／研究助成式典　講演会を開催
2015/12/07  日刊産業新聞  3 ページ  561 文字

○機械大手、生産柔軟に、国内受注増、納期に対応、アマ
ダエンジ、...に切り替えている。アマダホールディングス（HD）
は板金機械の生産 ...
2015/12/10  日経産業新聞  14 ページ  絵写表有  923 文字  PDF 有

■村田機械
○村田機械、ＩｏＴ対応の遠隔保守事業を強化−異常時にメ

ール通知する製品を投入
2015/12/01  日刊工業新聞  10 ページ  653 文字  PDF 有

■ヤマザキマザック オプトニクス
○ヤマザキマザック、ファイバーレーザー加工機のエントリー

モデル投入
2015/10/09  日刊工業新聞  13 ページ  360 文字  PDF 有

■ファナック
○工作機械特集——飽くなき技術革新、ファイバーレーザー

加工機拡充、
... 強化する動きもある。ファナックは 7月末に古河電気工業 ...
2015/10/21  日経産業新聞  18 ページ  絵写表有  1026 文字  PDF 有

　
フォーミング機械系・その他

　
■旭精機工業
○テイクオフＭＲＪ（中）サプライヤー「三菱」と一体——旭

精機、造船跡地に工場。来年、この跡地の一角に旭精機
工業が 20 億円強を投じ...
2015/11/13  日経産業新聞  3 ページ  絵写表有  2075 文字  PDF 有

■阪村機械製作所
○【おくやみ】阪村芳一氏（阪村機械製作所名誉会長）

2015/09/25  日刊工業新聞  2 ページ  87 文字  PDF 有
■中島田鉄工所
○町工場開発の人工衛星語る　中島田鉄工所、下広川小児童に

2015/12/10  西日本新聞速報版    520 文字
■向洋技研
○カラー鋼板、高速溶接機、向洋技研が開発、建築などに利用。

2015/10/16  日本経済新聞　地方経済面 神奈川  26 ページ  絵写表有  
574 文字  PDF 有

○貢献社員への「職務著作権料」、今期は２倍、１０００万
円に、向洋技研、新製品・特許申請増える。
2015/11/19  日本経済新聞　地方経済面 神奈川  26 ページ  絵写表有  
635 文字  PDF 有

■タガミ・イーエクス
○創業５０周年祝い発展誓う　能美市のタガミ・イーエクスが式典

2015/11/21  北國新聞　朝刊  4 ページ  256 文字  PDF 有
■三菱電機（非会員）
○工作機械特集——

三菱電機は 15 年度に販売するファイバーレーザー加工機
の機種数 ...
2015/10/21  日経産業新聞  18 ページ  絵写表有  1026 文字  PDF 有

○三菱電機、販売が好調／ファイバーレーザー加工機／年間
１５０台の達成視野
2015/11/02  日刊産業新聞  5 ページ  617 文字

○ファイバーレーザー加工機、異なる板厚、連続処理、三菱
電が新６機種。
2015/12/04  日経産業新聞  12 ページ  418 文字  PDF 有

お悔やみ
　２０１５年９月２１日に阪村芳一氏（株式会社 阪村機械
製作所 取締役名誉会長　享年８７歳）が永眠されました。
１１月１７日にお別れの会 ( ホテルグランヴィア京都 ) が執り
行われ、故人のフォーマー並びに塑性加工技術に対する
偉大な貢献と業績を多くの方が偲ばれました。
阪村会長様のご功績を称え、心からご冥福をお祈りいたします。
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